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修士論文要旨
１．はじめに
　音楽に対する人の印象形成メカニズムを解明する事は重
要な課題である．しかし，楽曲への印象評価形成において
音楽の構成要素同士の組合せを対象とした研究は体系的に
なされていない．本研究では中でもメロディとコードに着
目し，それらを組み合わせた楽曲の印象が各声部とは異な
るものに変化するか（ここでは重声効果と呼ぶ）を不協和
度という印象に限定し実験的に検討しモデル化を試みる．
２．重声効果に関する先行研究
　先行実験においてはコードとメロディおよびそれらを組
み合わせた楽曲の印象評価データを取得し，印象形成の変
化を検討した．因子分析の結果，協和度・力動性・モダリ
ティの３因子が得られ，そこからメロディとコード進行の
組み合わせにおいて「同時に形成される和音に不協和音が
含まれていると不協和度得点が低くなる」という知見が得
られた．そこで本研究ではその不協和度に着目した．
３．楽曲の不協和度の実験的測定
　本実験では楽曲の不協和度データを取得し，不協和度モ
デルにおける重みを取得した．メロディを和音の配置とし
て扱うことで,和音の不協和度モデルの拡張により楽曲の
不協和度が導けるものと考えた．刺激は先行研究に基づき
正弦波の複合音により作成した．更にコードを固定し扱う
音程を固定化することで，楽曲の差をメロディの配列のみ
で統制した．聴取実験により24刺激を12対の形容詞対で被
験者に評価させ楽曲の不協和度を取得した．
４．不協和度を予測する数理モデルの構築
　藤澤らより,純音の不協和度は以下に定式化されている．
また複合音（n次倍音）に関しては以下の式のようになる．
しかし，藤澤らのモデルは音楽理論と時系列を考慮しない
モデルとなっている．そこで,本研究では音楽理論での不協
和の考え方である周波数比の単純さを以下に定式化した．
　　　　であるとき（a,n,dは整数でn,dは互いに素）
　さらに,不協和度を計算する際に上記の式を合算するこ
とで補正値とし,補正済み不協和度’Dを以下に定式化した．
　また楽曲のメロディは連続性を持った時系列を考慮され
る刺激であることから，二連続音節を評価単位へ改め，単
音の不協和度の推移に着目し以下n番，m番により構成さ
れる音節n番についての不協和度を以下に定式化した．
d12は二音の距離，ｓはコードトーン時の補正値である．不
協和度の推移の正負に応じて，不協和度が補正される．
５．モデルの検証
　次に従来モデルで不協和度を重回帰分析したものと，新
モデルで重回帰分析したものを比較した．結果得られた重
回帰式では調整済み決定係数は0.5991であり，p値は
0.1719である一方,新モデルでは全ての配列を説明変数に
用い，バリマックス回転における楽曲の不協和度を目的変
数とした際に以下の重回帰式が得られた．


この時調整済み決定係数=0.3483であり，p=0.04412である．
６．結論
　新モデルは，決定係数は低下したがモデル自体の信頼度
が向上する結果となった．このモデルは従来のものに比べ
時系列考慮を行なっている点，および音楽理論的不協和度
を考慮している点の二点により楽曲に対して適応する際の
妥当性が増している．決定係数は低いものの,重声効果を
考慮した印象のモデル化が行われたといえる．一方，本モ
デルでは決定係数を十分に高められなかった．音節の延長
の考慮等に見直しの余地がある．その点を改善してゆき,
決定係数を向上させることが課題となる．これを解決して
いくことで人の音楽に対する印象形成のメカニズムの解明
や，自動作曲に組み込むことでより精緻で的確なアルゴリ
ズムを組むことが可能になることが期待される．
コードおよびメロディから推定する楽曲の不協和度の定量化モデルの構築
Construction of Quantification Model Which Estimates 
Dissonance of a Piece of Music from Chords and Melodies
宮田　敬一（Keiichi Miyata）　　指導：松居　辰則
(1) 
(2) 
(3) 
(4) 
(5)
(6) 
(7)
